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各関節の姿勢戦略
胸郭の姿勢戦略⇒上肢・頭部・下肢の筋緊張を吸収 

　　　　　　　　　　　　 （膝の方が吸収する） 

胸椎の姿勢戦略⇒肋骨があるためほとんど動かず 

腰椎の姿勢戦略⇒膝と連結して屈伸制御（矢状面） 

股の姿勢戦略⇒内外転運動（前額面） 

膝の姿勢戦略⇒屈伸運動（矢状面） 

足の姿勢戦略⇒足部の内外反運動（前額面）



股関節
• 股関節は３つの運動軸をもつ自由度の高い関節

前額面：中殿筋による制御　　 
矢状面：腸腰筋による制御 
水平面：大内転筋による制御



人の進化から考えると
・四足動物は前額面状の制御が必要ない。 

・二足動物は前額面状の制御が必要ある。 

⇒二足動物は重心の上下移動を減らすために 

前額面制御(内外転運動) は必要。



矢状面

http://rigakuryouhourinshou.blog.fc2.com/img/20140301141429f4b.jpg/


矢状面

　　　　　　

腸骨筋大腰筋

矢状面では腸骨筋⇒大腰筋の順に股関節屈曲を制御する



前額面
一般的には前額面での現象として 

　　　　　①トレンデレンブルグ 

　 
　 
　　　　　②デュシェンヌ 

⇒両方とも中殿筋の筋力低下と言われているが、股関
節以外の関節の姿勢戦略が影響してくる。　 

　



水平面

後方に付着

前方に付着

• 股関節内旋筋に主動作筋・インナーマッスルには
なく大内転筋が大腿骨回旋を制御。 

⇒大内転筋が働くからこそ他の内転筋(長内転筋・短
内転筋・恥骨筋)が上手く働くことができる。



股関節治療のポイント
　・筋の連結を考える 

　　　　　　　　　　　　　　　　横隔膜 

　　　　　　　　　　　　　　　　腸腰筋 

　　　　　　　　　　　　　　　　骨盤底筋 

　　　　　　　　　　　　　　　　大内転筋 

　　　　　　　　　　　　　　　　後脛骨筋













内臓との関係性
• 腎臓の関連筋➡大腰筋、腸骨筋、僧帽筋 

• 大腸・小腸➡大腰筋・腸骨筋と隣接する



評価



評価・治療の流れ
問診

視診・触診
自動運動テスト
疼痛誘発テスト
他動運動テスト

治療
荷重伝達テスト



自動運動テスト
• ８の字歩行 

• 対面方向転換 

• 片足立位 

• 前屈 

• 後屈 

• 振り向き 

• 側屈 

• 四つ這い



疼痛誘発テスト

○疼痛誘発テスト(2項目中2つで陽性) 

　①片脚立位(遊脚側股関節内転・内旋) 

　②パトリックテスト
　③股関節安定性テスト 

　④腹臥位股関節回旋テスト 

○その他 

　・トーマステスト



他動運動テスト

・股関節
屈曲、伸展、内転、外転、内旋、外旋 



運動制御の評価
・前額面での股関節制御を評価する。 

方法：骨盤の前後左右の崩れるところ(ｌag:筋制御がきか 

ない場所)までウェイトシフトを行い崩れ方をみる。 

見るポイント 

①股関節のモーメント(トレンデレンorデュシャンヌ) 

②体幹のカウンター 

③膝関節のモーメント(屈曲or過伸展)



運動制御不全評価
• 筋力検査肢位にて 

中枢部の固定時・非固定時での筋力 

の差、姿勢戦略を確認。 

・検査から推測できる事 

①主動作筋の弱化 

②拮抗筋の緊張・短縮 

③固定筋の弱化 

④固定筋の過緊張



治療



治療内容
• モビライゼーション、マニピュレーション 

• プレーシング 

• ダイレクトリリース（大腰筋・腸骨筋・大腸・小腸の間、大
臀筋、中臀筋、小臀筋、内転筋群、内閉鎖筋） 

• インダイレクトリリース（大腰筋、腸骨筋、大内転筋、中臀
筋、小臀筋） 

• トリガーポイントリリース（腎原穴、肝原穴、中臀筋、小臀
筋） 

• 組織間リリース（大臀筋） 

• ボディーワーク



モビライゼーション、マニピュレーション

• 腸骨筋・大腰筋リリース 

• 股関節牽引・圧迫 

• 内転筋・大腿直筋横断伸長 

　　　　　　　＋ 

• 姿勢制御に対する運動療法



プレーシング

プレーシングとは日本語で「滞空保持」と訳されるが、上
肢や下肢を空間内で保持することをさす。
空間を移動させた身体部位が支持基底面より外れると肢位
を保持しようと、より全身的に筋活動が要求される。



ダイレクト・インダイレクトリリース



原穴（トリガーポイント）



組織間リリース



股関節制御の治療
①運動療法：側臥位での股関節内外旋筋の促通 

②大内転筋の促通 

方法：筋連結を利用、後脛骨筋を促通。 

　　　　(楔状骨の操作) ※足部を参照



ボディーワーク
• 大腿四頭筋遠心性収縮　　　　　　　　　　
（アンジャネーヤサナ、側臥位、立位） 

• 四つ這い 

• 片脚ペアワーク 

• ワームの動き 

• 股関節外旋ワーク（マンデュカーサナ、四股）
など・・・


